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多議発第14号 

令和６年６月５日 

 

多良木町長 吉 瀬 浩一郎 様 

 

多良木町議会議長  佐 信 行 

 

一般質問について 

令和６年度第１回多良木町議会（６月定例会議）において、次のとおり質問される予定で

あるから、あらかじめ通知します。 

 

質 問 者 ⑥久保田 武治 議員 

質 問 事 項 質  問  要  旨 質問の相手 

１ 物価上昇に伴

う町民の負担

増について 

 

 

(1) 上がらない年金に加え、相次ぐ物価上昇に一人暮らしの高齢

者はますます困窮している。また、働く人たちも物価高に負

担増で生活がひっ迫している。この間、町民の方から直接頂

いた声をどのように町長は受け止められるか。以下伺いたい 

  

ア 病院や買い物するために、タクシーを利用せざるをえない

が、年金が少なく困っています。タクシー券の支援をお願

いできませんか 

イ 水道料金が高く、現在滞納もしている。よその町より高い

料金を安くできないのですか 

ウ 錦町では、４月から保育料が無料になったと聞きました。

賃上げ、賃上げといいますが給料は少しは上がりました

が、物価上昇に追いつきません。多良木でも保育料の無償

化ができないのでしょうか。子どもを産みやすい環境を作

ることになると思うのですが 

 

町 長 

 

２ 「人口戦略会

議」の「消滅

可能性自治

体」について 

(1) 「人口戦略会議」が４月に示した「消滅可能性自治体」に本

町も位置付けられているが、以下の点について伺いたい 

 

ア このことを町長はどのように受け止めているのか 

イ 地方の人口減少の原因が高齢化と共に、男女を問わず若

者の流出や、結婚・出産の困難さにあると指摘されてい

る。そこで、この１年間の企業（事業）誘致、移住定住

促進の取り組み、空き家の利活用促進などの実績と今

後、どのように施策を展開されるのか 

ウ 施政方針でも、人口減少スピードを少しでも緩和する対

策が必要と述べておられるが、その点を伺いたい 

 

町 長 

３ 農業・農家へ

の支援につい

て 

 

 

(1) 農業従事者の平均年齢は６９歳で、所得の減少により農業が

衰退し、食料自給率も低下している。次の担い手がいなけれ

ば、多くの町村が崩壊しかねないと懸念されているが、この

ような事態にどのように取り組むのか 

 

町 長 
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ア 施政方針でも、今年度は地域での話し合いを本格化さ

せ、地域計画の策定や持続可能な経営環境を整備すると

述べておられるが、具体的なプログラムについて伺いた

い 

イ 国の政策でも様々な対策はなされているが、本町として

農家への経営支援をどのように進めるのか 

 

４ 「学校教職

員」の「自

腹」問題につ

いて 

(1) 研究者の調査で、教材費などを自己負担する「自腹」の経験

者が７割以上を超え、１万円以上を負担した教職員が３割を

超えていたとの報道があったが、それに関連して伺いたい 

 

ア まず、「自腹」問題についての見解を伺いたい 

イ 本町の小中学校での実情などを把握されたことはあるか

（なければ調査が必要ではないか） 

ウ 「自腹」が確認された場合、どのように改善されるのか 

 

教育長 

５ 川辺川ダム問

題について 

(1) 川辺川ダム建設促進協議会は、４月１０日五木村を訪れ木下

村長に対して「ダムの早期着工への理解を求めた」との報道

があったが、こうした行動は、地方自治の主体性を損ねる行

動だと思うがどうか 

 

(2) 木村知事は五木村にも相良村にも同意は求めないとしている

が、相良村についても促進協で理解を求める行動をされるの

か 

 

(3) 立野ダムを調査したが、穴あきダムでも土砂が堆積し始め、

濁りも発生していた。環境にやさしいダムはありえず、川辺

川ダムでは「緊急放流」もあり、「清流も命も守れない」と言

う住民の声に真摯に向き合い、ダム建設計画に反対するべき

だと思うがどうか 

 

町 長 

 

 

質 問 者 ⑧猪原 清 議員 

質 問 事 項 質  問  要  旨 質問の相手 

１ 女性管理職登

用について 

(1) 県においても人吉球磨地域においても女性管理職の割合が全

国平均に比べ低い状況が続いており、本町においてもここ数

年女性管理職（課長）が一人も出ていない。ジェンダー平等

及び地域企業への波及効果醸成の観点からも町がこの状況か

ら脱するべきだと考えるが、町長の考えは 

 

 

 

 

 

町 長 
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質 問 者 ⑦豊永 好人 議員 

質 問 事 項 質  問  要  旨 質問の相手 

１ 農業振興につ

いて 

(1) 現在の農業を取り巻く環境は非常に厳しく、今後の本町の農

業施策について伺いたい 

 

ア 担い手対策について今後の考えは 

イ 振興作物の新たな開発の方向性は 

ウ 町独自の機械導入資金補助の増額の方向性は 

エ 農業支援センター開設についての考えは 

 

町 長 

２ 各施設の今後

について 

(1) 町直営で運営している施設の今後の事業のあり方について、

町長の真意を伺いたい 

 

ア ふれあい交流センターえびすの湯の将来の事業のあり方に

ついての考えは 

イ 堆肥センターの今後の事業のあり方についての考えは 

   

町 長 

３ 町長公約につ

いて 

 

(1) 若者の雇用創出、企業誘致など色々と公約を述べられている

が、残された任期でどの公約を最優先されるのか伺いたい 町 長 

４ 町長選挙につ

いて 

(1) 町長の任期は来年２月１８日で満了するが、３期目に挑戦さ

れるのか、またいつ頃までに３期目の挑戦を決断されるのか

伺いたい 

 

町 長 

 

２ 地域振興のた

めの自治体間

連携と国県へ

の働きかけは 

(1) 県北での半導体産業誘致成功における人口増加やハード面の

拡張は進行中であるが、知事は「県内どの地域も取り残すこ

とはしない。」と述べている。また、宮崎県は新幹線の八代～

宮崎ルートの可能性を探るための調査を表明した。これらを

受け町としても地域自治体と連携し、地域振興対策を国県へ

要望すべきではないか 

 

町 長 

３ 居住不能空き

家（廃屋）対

策は 

(1) 人口減少に伴い町内にも再利用が不能と思われる空き家（廃

屋）が増えてきている。中には地権者と連絡も取れないよう

な廃屋もあると聞く。周辺の環境に悪影響を与え、また治

安・防災上からも整理・撤去が必要と思われる。廃屋等の現

況を伺いたい。また、町として（行政代執行などの）対策は

取れないか 

 

町 長 


